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主
な
内
容

贈
賞
式
は
、
５
月
２
日
板
橋

校
舎
16
号
館
（
１
６
１
Ａ
講
義

室
）
に
て
、
清
水
理
事
長
・
木

元
学
長
を
は
じ
め
役
員
・
役
職

者
・
受
賞
者
恩
師
等
が
多
数
列

席
の
上
、
高
栁
総
務
部
長
の
司

会
に
よ
り
、
贈
賞
式
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
清
水
理
事
長
は
、
顕

彰
に
あ
た
り
「
本
学
は
今
年
で

１
３
２
年
を
迎
え
、
女
子
大
学

と
し
て
は
、
女
子
専
門
学
校
第

１
号
で
、
当
時
の
女
学
校
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
見
る
と
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
的
な
欧

米
の
女
子
教
育
の
カ
ラ
ー
が
強

か
っ
た
が
、
本
学
は
そ
う
で
は

な
く
、
渡
邉
辰
五
郎
先
生
の
遺

訓
で
あ
る
「
自
主
自
律
」
の
精

神
、
そ
し
て
、
戦
後
、
大
学
昇

格
時
の
初
代
学
長
の
青
木
誠
四

郎
先
生
の
生
活
信
条
で
あ
る

「
愛
情
・
勤
勉
・
聡
明
」
を
教
育

に
活
か
し
て
、
今
日
ま
で
参
り

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地

も
約
９
万
㎡
あ
り
、
都
内
23
区

の
中
で
、
東
京
大
学
、
早
稲
田

大
学
に
続
く
広
さ
を
所
有
し
、

緑
豊
か
な
環
境
は
卒
業
生
の
故

郷
で
も
あ
り
ま
す
。お
陰
様
で
、

こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
も
、
今

回
、
受
賞
さ
れ
た
先
生
方
の
ご

活
躍
の
お
陰
で
も
あ
る
と
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
で

す
。」
と
、祝
福
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
木
元
学
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
引
き
続
き
高
栁
総
務

部
長
よ
り
受
賞
者
３
氏
の
紹
介

が
さ
れ
た
後
、
清
水
理
事
長
か

ら
表
彰
状
・
副
賞
が
、
木
元
学

長
か
ら
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。メ
ダ
ル
は
真
鍮
製
銀
色
で
、

本
学
造
形
表
現
学
科 

押
元
信

幸
准
教
授
の
制
作
企
画
に
よ
る

も
の
で
す
。

贈
賞
式
に
続
き
同
会
場
に
お

い
て
、
受
賞
者
に
よ
る
記
念
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
森
田

氏
は
「
変
化
に
対
応
し
た
私
の

役
割
」、
富
川
氏
は
、「
教
う
る

は
学
ぶ
の
半
ば
～
新
た
な
挑
戦

の
日
々
～
」、粟
津
原
氏
は
「
調

理
学
と
は
何
を
も
た
ら
す
の

か
」
と
題
し
て
、
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
森
田
氏
は
、
教
員
及
び

校
長
と
し
て
38
年
間
に
わ
た
り

高
等
学
校
教
育
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
、「
自
分
以
外
は
す
べ
て
が

師
、
生
徒
た
ち
を
育
て
な
が
ら

自
分
も
助
け
ら
れ
た
。
要
所
要

所
の
変
化
に
応
じ
て
決
断
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」

と
、
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

語
り
ま
し
た
。
最
後
に
「
自
分

で
好
き
で
選
ん
だ
道
、
支
え
て

く
れ
た
家
族
の
力
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
、述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

富
川
氏
は
、「
教
育
の
現
場
に

お
い
て
、大
学
で
学
ん
だ
教
育
、

理
解
力
を
実
践
力
と
し
て
、
家

庭
科
教
育
に
活
か
し
、
現
在
は

副
校
長
と
し
て
管
理
運
営
や
教

員
の
人
材
育
成
等
い
ず
れ
も
教

育
の
本
道
を
歩
ん
で
い
る
。
今

後
は
さ
ら
に
精
進
し
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
、意
気
込
み
を
語

ら
れ
、
粟
津
原
氏
は
、「
高
等
教

育
機
関
に
お
い
て
教
育
者
と
し

て
ま
た
、
研
究
者
と
し
て
、
あ

る
い
は
科
学
の
分
野
の
中
で

「
調
理
科
学
」の
絶
大
な
る
効
果

を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
産
業

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

き
た
い
で
す
。
調
理
科
学
の
研

究
へ
の
道
を
導
い
て
く
だ
さ
っ

た
、
恩
師
の
先
生
方
に
は
、
心

よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
、

熱
い
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
会
場
をLuce

（
ル
ー
チ
ェ
）
に
移
し
、岩
井
常

務
理
事
の
司
会
に
よ
り
、ま
ず
、

川
合
家
政
学
部
長
の
乾
杯
の
音

頭
の
後
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ

ル
の
お
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
を
中
央
に
し
て
、

参
加
者
全
員
で
丸
く
囲
ん
で
、

受
賞
の
喜
び
、
家
政
大
学
在
学

中
の
思
い
出
や
近
況
、そ
し
て
、

今
後
の
抱
負
な
ど
歓
談
が
行
わ

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

最
後
に
新
井
常
務
理
事
の
挨
拶

の
後
、記
念
写
真
撮
影
を
行
い
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
今
年
度
の
結
果
と
分
析

平
成
25
年
実
施
の
第
27
回
国

家
試
験
の
合
格
率
は
、
東
京
家

政
大
学
は
１
４
９
名
受
験
し
、

１
４
７
名
（
２
名
不
合
格
）
の

98
・７
％
で
し
た
。
昨
年
は
、１

３
３
名
受
験
し
、
１
３
２
名
合

格
（
１
名
不
合
格
）
の
99
・
２
％

で
し
た
の
で
、
０
・
55
％
低
下

し
ま
し
た
が
中
々
の
成
績
で
す
。

さ
て
、
全
国
的
に
み
て
み
ま

す
と
、
１
２
５
校
が
受
験
に
参

加
し
、
総
受
験
者
数
が
２
０
４

４
５
名
で
、
合
格
者
は
７
８
８

５
名
で
合
格
率
は
38
・
５
％
で

し
た
。
こ
の
数
字
は
新
卒
者
、

既
卒
者
（
非
管
理
栄
養
士
コ
ー

ス
卒
者
及
び
再
挑
戦
者
）
を
含

み
ま
す
。

新
卒
者
の
み
（
管
理
栄
養
士

コ
ー
ス
卒
者
）
に
つ
い
て
い
う

と
、
受
験
者
数
８
０
７
３
名
中

６
６
８
０
名
合
格
の
82
・
７
％

で
し
た
。
こ
の
中
で
何
位
で

あ
っ
た
か
を
み
ま
す
と
、
全
員

合
格
（
合
格
率
１
０
０
％
）
の

学
校
が
５
校
あ
り
ま
し
た
の

で
、
家
政
大
は
そ
れ
に
次
ぐ
第

６
位
で
す
。
全
員
合
格
率
の
大

学
は
少
人
数
受
験
校
が
多
い
の

で
、
合
格
者
数
で
い
う
と
、
女

子
栄
養
大
学
の
２
１
５
名
を
筆

頭
に
、
中
村
学
園
２
０
３
名
、

武
庫
川
女
子
１
９
１
名
に
次
ぐ

堂
々
の
４
位
で
し
た
。

◆
受
験
選
抜
無
き
受
験

本
学
の
合
格
率
に
つ
い
て
内

外
共
に
賞
賛
を
浴
び
て
い
る
の

は
、
全
く
受
験
選
抜
を
せ
ず
に

希
望
者
全
員
が
受
験
し
て
高
合

格
率
を
保
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。多

く
の
大
学
で
は
、
高
合
格

率
を
保
つ
た
め
に
成
績
不
振
者

を
受
験
さ
せ
な
い
操
作
を
行
っ

て
い
る
学
校
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
統
計
か
ら
見
ま
す
と
、

年
々
受
験
参
加
校
は
増
加
（
昨

年
は
７
校
増
加
）
し
て
い
る
の

に
受
験
者
数
は
減
じ
て
い
ま

す
。
卒
業
生
受
験
制
限
を
講
じ

て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
す
。

例
年
、
受
験
し
な
い
と
い
う

受
験
辞
退
者
は
い
ま
す
が
、
希

望
者
は
全
員
受
験
し
ま
す
。
今

回
は
、
辞
退
者
ゼ
ロ
で
卒
業
生

全
員
が
受
験
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
誇
っ
て
よ
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
対
策

本
学
は
、
最
近
高
合
格
率
を

維
持
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
コ

ツ
は
、
先
生
方
の
き
め
細
か
な

指
導
と
、
そ
し
て
、
団
結
し
て

対
策
に
臨
む
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

対
策
に
つ
い
て
は
、
私
と
古

茂
田
、
家
住
諸
先
生
で
取
り
ま

と
め
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

３
人
と
も
に
年
々
先
生
方
の
協

力
度
が
上
昇
し
て
い
る
の
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
続
く
限

り
低
下
は
な
い
だ
ろ
う
と
達
観

し
て
い
ま
す
。

（
設
置
の
主
旨
と
背
景
）

渡
辺
学
園
は
平
成
23
年
度
に
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
、
日
本
近
代
の
黎
明
期
で
あ
る
明
治
時

代
の
偉
大
な
る
教
育
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
渡
邉
辰
五
郎
の
偉
業
を
讃
え
、
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
創
立
１
３
０
周
年
を
記
念
し
て
渡
邉
辰
五
郎
賞
を
創
設
し
ま
し
た
。
創
立
者
で
あ
る
渡
邉

辰
五
郎
は
、
明
治
14
年
に
自
ら
和
洋
裁
縫
伝
習
所
を
開
設
し
、
そ
の
後
の
東
京
裁
縫
女
学
校
、
東

京
女
子
専
門
学
校
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
、
知
徳
を
涵
養
し
、
裁
縫
を
広
く
教
授
で
き
る
女
性

を
育
て
、
裁
縫
教
授
に
よ
っ
て
女
性
が
身
を
立
て
る
こ
と
の
で
き
る
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
渡
邉
辰
五
郎
賞
」
は
、
本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
自
主
自
律
」
に
相
応
し
く
、
社
会
で
活
躍

す
る
と
と
も
に
貴
重
な
貢
献
を
し
た
卒
業
生
を
称
え
る
も
の
で
す
。
ま
た
、「
渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞
」

は
、
社
会
で
の
活
躍
が
著
し
く
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
、
本
学
の
栄
誉
を
担
う
卒
業
生
を
称

え
る
も
の
で
す
。

　　喜び、そして、さらなる目標・決意を語る！
（右から）森田氏・富川氏・粟津原氏　　

清水理事長から表彰状・副賞、木元学長からメダルを受ける
　　（右から）森田氏・富川氏・粟津原氏

平
成
25
年
３
月
17
日
に
第
27
回
管
理
栄
養
士
試
験
が
実
施
さ
れ
、

５
月
７
日
に
厚
生
労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
栄
養
学

科
管
理
栄
養
士
専
攻
（
新
卒
）
は
、
先
生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
と
学

生
の
努
力
に
よ
り
、
昨
年
よ
り
若
干
の
減
少
が
あ
っ
た
も
の
の
好
成

績
を
修
め
ま
し
た
。
管
理
栄
養
士
専
攻
国
家
試
験
対
策
長
の
中
村
信

也
教
授
に
結
果
・
分
析
、
高
合
格
率
を
維
持
す
る
コ
ツ
そ
し
て
、
今

後
の
動
向
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

渡邉辰五郎賞　贈賞式・記念講演会 挙行渡邉辰五郎賞　贈賞式・記念講演会 挙行渡邉辰五郎賞　贈賞式・記念講演会 挙行
＊第２回受賞者（３名）
　　「渡邉辰五郎賞｣　森田 松子氏　東京家政大学非常勤講師・くまがや小麦の会（昭和46年家政学部栄養学科管理栄養士専攻卒業）
　　「渡邉辰五郎奨励賞｣　富川 麗子氏　東京都立三鷹高等学校副校長（昭和63年家政学部服飾美術学科卒業）
　　「渡邉辰五郎奨励賞｣　粟津原 理恵氏　金沢学院短期大学食物栄養学科准教授
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成4年家政学部栄養学科卒業　平成6年大学院家政学研究科食物栄養専攻修士課程修了
　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年大学院家政学研究科人間生活学専攻博士後期課程修了）

贈賞式
16号館

（161A講義室）
15：00～
15：25　

記念講演会
16号館

（161A講義室）
15：30～
16：20　

お茶会
16号館
（Luce）
16：30～
17：30　
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生
活
科
学
研
究
所
設
立
65
年

─
新
た
な
取
り
組
み
─

生
活
科
学
研
究
所
っ
て
？

生
活
科
学
研
究
所
は
本
年
で

設
立
65
年
目
を
迎
え
ま
す
。
本

研
究
所
の
重
要
な
役
割
は
、
学

部･

学
科
別
に
行
わ
れ
る
教
育

研
究
と
は
別
に
、
そ
れ
ら
を
横

断
的
に
と
ら
え
、
ま
た
他
の
大

学
や
研
究
機
関
、
企
業
、
自
治

体
な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

生
活
に
関
す
る
多
方
面
の
研
究

を
融
合
・
統
合
し
、
展
開
す
る

こ
と
で
す
。
昨
年
度
か
ら
は
新

し
い
総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
「
温
故
知
新
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

本
学
学
生
と
新
潟
県
の
企
業

が
連
携
し
た
「
白
藤
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
幻
の
酒
米
の
復

活
と
そ
れ
を
利
用
し
た
製
品
の

開
発
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
で
は
2
年
連
続

で
「
食
と
農
林
漁
業
大
学
生
ア

ワ
ー
ド
農
林
水
産
大
臣
賞
」
の

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

レ
ク
チ
ャ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
講
演
会
）
で
は
、平
成
23
年
度

に
は
さ
か
な
ク
ン
、
24
年
度
に

は
畠
山
重
篤
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
森
は

海
の
恋
人
理
事
長
）
に
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、「
食
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

（
食
育
活
動
）
や
研
究
生
受
入

れ
、
地
域
振
興
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

温
故
知
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
っ
て
？

東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
よ

る
原
発
事
故
は
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
や
考
え
方
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
復
興
を

考
え
る
と
き
、
昔
の
暮
ら
し
や

生
き
方
、
技
術
な
ど
に
は
学
ぶ

べ
き
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。
私

生
活
科
学
研
究
所
は
、
昭
和
23
年
に
設
置
さ
れ
、
本
年
、
設
立

65
年
目
を
迎
え
る
歴
史
の
あ
る
研
究
機
関
で
す
。
生
活
科
学
領
域

の
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
様
々

な
分
野
に
取
り
組
む
極
め
て
重
要
な
機
関
で
す
。
さ
ら
に
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、生
活
科
学
研
究
所 

所
長
藤
井
建
夫
特
任

教
授
に
伺
い
ま
し
た
。

た
ち
も
こ
こ
で
、
一
度
立
ち
止

ま
っ
て
、
す
で
に
忘
れ
去
ら
れ

た
り
、
ま
だ
気
が
付
い
て
い
な

い
先
人
た
ち
の
英
知
を
掘
り
起

こ
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
知
恵

や
工
夫
、
技
術
な
ど
を
震
災
後

の
私
た
ち
の
生
き
方
、
暮
ら
し

（
衣
食
住
）に
役
立
て
る
こ
と
を

考
え
て
み
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、「
温
故
知
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、

「
大
震
災
を
い
か
に
乗
り
越
え

る
か
─
福
島
県
に
お
け
る
保
育

の
研
究
」、「
渡
邉
辰
五
郎
の
改

良
服
に
見
る
子
供
服
の
安
全

性
」、「
緩
速
濾
過
水
の
食
品
へ

の
利
用
」、「
エ
イ
ジ
ン
グ
・
イ

ン
・
プ
レ
イ
ス
の
可
能
性
を
探

る
」、「
食
生
活
の
変
化
と
食
品

危
害
リ
ス
ク
」
な
ど
15
テ
ー
マ

が
進
行
中
で
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
、「
今
で
す
！
」

全
国
の
高
校
生
と
家
政
大
の

学
生
を
対
象
に
、「
生
活
を
テ
ー

マ
と
す
る
研
究
・
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

賞
金
は
最
優
秀
賞
10
万
円
（
2

題
）、
優
秀
賞
5
万
円
（
４
題
）

な
ど
で
す
。
皆
さ
ん
、
奮
っ
て

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の

学
生
指
導
検
討
委
員
会
」で
は
、

昨
年
度
の
教
職
員
研
究
会
及
び

Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
２
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
経
て
、
新
入
生

向
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」を

刊
行
し
、
今
年
度
の
新
入
生
全

員
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
本

は
、
東
京
家
政
大
学
に
入
学
さ

れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
本
学

在
学
中
に
大
き
く
成
長
さ
れ
、

卒
業
後
、
自
律
し
た
大
人
の
女

性
と
し
て
充
実
し
た
人
生
を

送
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

内
容
は
、
大
学
及
び
大
学
が

環
境
教
育
学
科

　
　
　
　吉
原
富
子
先
生

先
生
は
、
食
品
添
加
物
や
残

留
農
薬
な
ど
、
食
品
の
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
研
究

さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
が
、
家
政
大
の
教
壇
に
立

つ
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

私
は
高
校
の
頃
、
料
理
研
究

家
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。
家

庭
科
の
先
生
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
家
政
大
を
す
す
め
ら
れ
、

栄
養
学
科
管
理
栄
養
士
専
攻
に

入
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
交

換
留
学
制
度
を
用
い
、
ア
メ
リ

カ
の
大
学
院
で
理
学
修
士
を
修

得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
教
授
が
大
学
院

へ
の
道
を
開
い
て
下
さ
っ
た
お

陰
で
す
。
こ
れ
が
あ
っ
て
学
位

（
医
学
博
士
）に
繋
が
る
の
で
す

か
ら
不
思
議
な
も
の
で
す
。
既

に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
管
理
栄
養

士
（
登
録
）
は
医
師
と
並
ぶ
程
、

社
会
的
地
位
が
高
か
っ
た
の
で

す
。

な
ぜ
、
栄
養
士
で
は
な
く
、
教

員
の
方
向
に
進
も
う
と
思
っ
た

の
で
す
か
？

食
品
化
学
実
験
と
い
う
授
業

が
き
っ
か
け
で
す
。
こ
の
実
験

で
は
食
品
中
に
何
グ
ラ
ム
の
栄

養
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
分

析
す
る
の
で
す
が
、
デ
ー
タ
を

出
す
、
と
い
う
数
字
的
な
こ
と

に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

教
員
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
は
何
で
す
か
？

学
生
の
成
長
を
そ
ば
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
私

の
学
科
で
は
、
１
年
次
は
理
科

科
目
や
実
験
の
授
業
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
多
少
苦
手
意
識

の
あ
る
学
生
も
、
学
ん
で
い
く

と
と
も
に
環
境
問
題
を
理
解
す

る
に
は
化
学
な
ど
理
科
科
目
が

重
要
だ
と
分
か
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
嬉
し
い
で
す
。　

趣
味
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

趣
味
は
野
菜
栽
培
・
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
で
す
。
き
っ
か
け
は
残

留
農
薬
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
青
じ
そ
で
し
た
。
実
際
に

育
て
て
み
る
こ
と
で
、
虫
が
つ

き
や
す
く
、
農
薬
の
必
要
性
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

１
歳
と
３
歳
に
な
る
孫
と
遊
ぶ

の
も
休
日
の
日
課
で
す
。

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す

ど
ん
な
こ
と
に
も
果
敢
に
挑

ん
で
、
多
く
の
人
と
の
繋
が
り

を
持
ち
、
そ
の
中
で
成
長
を
し

て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
一
生
懸

命
努
力
す
れ
ば
お
の
ず
と
道
は

見
え
て
き
ま
す
。
人
生
の
分
岐

点
に
立
っ
た
時
に
答
え
を
考
え

る
よ
う
で
は
遅
い
の
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

先
生
は
何
事
に
も
活
動
的

で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
を
と

て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
教
育

学
科
で
は
、
今
後
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
し
て
茶
摘
み
や
水
質

調
査
な
ど
を
行
う
そ
う
で
す
。
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石
岡
ま
ど
か

立
地
す
る
板
橋
・
加
賀
の
歴
史

に
始
ま
り
、「
女
性
の
一
生
を
見

据
え
た
上
で
大
学
生
活
を
考
え

る
」「
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
を
考

え
る
」「
大
学
で
の
学
び
を
考
え

る
」「
与
え
ら
れ
た
学
び
だ
け
で

は
な
く
、自
ら
学
ぶ
力
を
養
い
、

将
来
の
進
路
選
択
を
考
え
、
一

生
の
学
び
に
向
か
っ
て
考
え
て

い
こ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。

執
筆
は
各
学
科
・
科
の
先
生

や
職
員
の
方
、
42
人
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
原
則
と
し
て
、
見

開
き
２
頁
で
完
結
し
て
い
ま
す

の
で
、
と
て
も
読
み
や
す
い
体

裁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
現

造
形
表
現
学
科
卒
業
生
の
坂
本

理
恵
さ
ん
に
お
願
い
し
た
デ
ザ

イ
ン
が
素
晴
ら
し
く
、
思
わ
ず

開
い
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
そ

そ
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
の
入
口

近
く
に
参
考
書
籍
と
と
も
に
置

い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
上
級
生

の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
書
に
は
、
各
項
目

毎
に
「
行
っ
て
み
よ
う
」「
見
て

み
よ
う
」「
～
し
て
み
よ
う
」
等

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が
付
い
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
実
践
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
充
実
し
た
大
学
生

活
を
送
る
上
で
、
き
っ
と
参
考

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

本
学
の
卒
業
生
の
野
澤
巴と
も
えさ

ん
（
平
成
22
年
度
造
形
表
現
学

科
卒
業
）。陶
芸
作
家
と
し
て
歩

み
始
め
た
野
澤
さ
ん
に
大
学
時

代
や
今
後
に
つ
い
て
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
今
年
の
４
月

に
個
展
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

造
形
表
現
学
科
に
進
ん
だ
き
っ

か
け
は

美
術
の
分
野
で
大
学
を
探
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
様
々
な
角
度

か
ら
美
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
造
形
表
現
学
科
を
見
つ
け
ま

し
た
。
昔
か
ら
美
術
に
興
味
が

あ
っ
た
た
め
、
入
学
を
決
意
し

ま
し
た
。

陶
芸
と
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

大
学
の
授
業
で
陶
芸
の
魅
力

を
知
り
ま
し
た
。
陶
芸
に
魅
了

さ
れ
た
理
由
は
毎
回
の
授
業
で

自
分
の
思
い
通
り
の
作
品
が
作

れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ロ
ク

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
を
呼
び
か

け
～
女
子
学
生
団
体M

D
for 

49
（
え
む 

で
ぃ 

ふ
ぉ
～ 

よ
ん

き
ゅ
う
」

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
が
運
営
す

る
、
学
生
・
20
代
向
け
のW

eb

サ
イ
ト
「
メ
ン
タ
ー
・
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
」。そ
の
中
に
子
宮
頸
が

ん
予
防
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

る
学
生
団
体M

D
for

49
が
あ

り
、
多
く
の
人
に
子
宮
頸
が
ん

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と

活
動
し
て
い
ま
す
。
本
学
学
生

も
「M

D
for

49
東
京
家
政
大

チ
ー
ム
」
と
し
て
現
在
16
名
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に

勉
強
会
に
参
加
し
、
経
験
者
の

話
を
聞
く
な
ど
日
々
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。

「
女
性
の
健
康
週
間（
３
月
１

日
～
８
日
）」
に
は
、女
の
子
の

た
め
の
体
に
い
い
レ
シ
ピ
を
発

ロ
の
授
業
や
、
窯
か
ら
出
た
作

品
の
仕
上
が
り
な
ど
大
体
は
思

い
と
違
う
も
の
が
で
き
、
い
く

ら
時
間
が
あ
っ
て
も
足
り
な
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ

れ
も
こ
れ
も
作
り
た
い
と
思
う

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

個
展
を
開
催
し
て

自
分
の
作
る
も
の
に
ち
ゃ
ん

と
需
要
は
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
自
分
の
作
品
で
「
村
付

き 

植
木
鉢
」が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
自
分
の
趣
味
で
作
成
し
た

も
の
で
す
が
、「
と
て
も
良
い

ね
！
」
と
言
っ
て
下
さ
る
生
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
個
展

を
や
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思
い

ま
し
た
。
家
族
を
は
じ
め
職
場

の
方
や
、
友
達
、
後
輩
な
ど
、

大
勢
の
方
々
が
来
て
下
さ
り
、

人
と
の
繋
が
り
を
温
か
く
感

じ
、
感
極
ま
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

陶
芸
で
食
べ
て
い
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。さ
ら
に
は
、

表
。
体
を
温
め
る
レ
シ
ピ
や
手

軽
に
鉄
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ

ミ
ン
を
摂
れ
る
レ
シ
ピ
な
ど
、

学
生
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
レ
シ
ピ
５

つ
が
現
在
もW

eb

サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
９
日
（
子
宮
の
日
）
に

は
学
内
に
て
活
動
紹
介
の
冊
子

と
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
お
菓
子
の
セ
ッ
ト

を
配
布
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
日

は
新
入
生
約
１
５
０
０
名
に
配

布
を
行
い
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
・
食

品
産
業
新
聞
か
ら
取
材
を
受
け

ま
し
た
。
２
～
４
年
生
向
け
と

し
て
は
４
月
30
日
に
配
布
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、自
主
活
動
と
し
て
、羽

田
空
港
、お
茶
の
水
女
子
大
学
、

表
参
道
、
早
稲
田
大
学
前
等
で

の
配
布
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
。

他
大
学
の
学
生
と
共
に
、
積
極

的
に
事
前
準
備
や
イ
ベ
ン
ト
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
の

様
子
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
分
の
作
品
で
な
い
と
だ
め

と
、
沢
山
の
人
に
言
っ
て
頂
け

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

私
が
陶
芸
を
一
人
で
始
め
た

の
は
、
働
き
た
い
と
い
う
思
い

で
陶
芸
教
室
を
探
し
て
い
ま
し

た
が
、
ど
こ
も
雇
っ
て
く
れ
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。

よ
ー
し
！
一
人
で
や
っ
て
み

よ
う
！
と
、思
い
切
っ
て
決
断
。

工
房
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
直

後
は
後
悔
し
た
時
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
や
っ
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

時
に
は
思
い
切
り
も
大
切
だ

な
と
、
感
じ
ま
し
た
。
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大
熊
は
る
な

白藤プロジェクト
（平成24年度

田植えの様子）

学生記者　　　　　吉原先生
（生活環境学研究室）

「スタートアップ エクササイ
ズ（表紙）」3月25日　刊行

温故知新
プロジェクト

研究風景

フジテレビの
取材を受ける
メンバー

※「グリーンミルク」「さつまい
ものきんぴら」「しょうがでポカ
ポカ鶏団子スープ」は学生の考
案メニューの一部です。

呼びかけを行う
MDfor49
東京家政大の
メンバー

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
刊
行

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
刊
行

新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
学
生
指
導
検
討
委
員
会
委
員
長

新
井
哲
男

初の個展
野澤さんの自信作！

研
究
室
訪
問

研
究
室
訪
問

研
究
室
訪
問
37
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保健
センター

…夏を乗り切る予防対策…
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「
森
の
サ
ロ
ン
」っ
て
ど
ん
な
と

こ
ろ
な
の
？

大
学
の
１
号
館
２
階
に
あ
る

森
の
サ
ロ
ン
は
、
板
橋
区
よ
り

委
託
を
受
け
、
板
橋
区
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
と
し
て
東

京
家
政
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ

フ
支
援
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て

い
ま
す
。
対
象
の
０
～
３
歳
児

の
親
子
だ
け
で
な
く
、
学
生
・

教
員
が
共
に
集
い
、
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
で
き
る
広
場
で
、
月
～

金
の
10
時
～

12
時
、
13
時

～
16
時
に

オ
ー
プ
ン
し

て
い
ま
す
。

毎
年
、
年
間
を
通
し
て
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
下
記
の

通
り
、
８
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
１
２
５
名
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

「
土
曜
日
サ
ロ
ン
」っ
て
な
ん
で

す
か
？

森
の
サ
ロ
ン
は
、
基
本
的
に

土
日
祝
日
は
お
休
み
。た
だ
し
、

月
に
１
回
だ
け
２
・
３
歳
児
の

親
子
を
対
象
に
、
大
学
の
先
生

や
外
部
の
先
生
、学
生
、ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
屋
外
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
大
学
内
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
樹
木
や
草
花
が
育
ち
、

数
多
く
の
鳥
や
虫
が
暮
ら
す
場

所
。
都
内
と
は
思
え
な
い
広
々

と
し
た
環
境
の
中
、
毎
月
異
な

る
ア
ウ
ト
ド
ア
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
曜

日
が
お
休
み
の
お
父
さ
ま
も
一

緒
に
楽
し
め
る
と
、
大
好
評
！

「
土
曜
日
サ
ロ
ン
」の
プ
ロ
グ
ラ

ム
内
容
は
？

平
成
25
年
度
は
、野
原
に
て
、

親
子
で
運
動
会
や
森
の
基
地
に

て
、
ス
ツ
ー
ル
作
り
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

★
長
期
留
学
奨
励
金

今
年
度
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
大
学

交
換
留
学
生
（
派
遣
）
１
名
に

対
し
、『
長
期
留
学
奨
励
金
』
と

し
て
本
学
か
ら
１
０
０
万
円
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
３
月
か
ら
約
９
ヶ
月

間
、
交
換
留
学
生
を
派
遣
す
る

予
定
で
す
。

★
春
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

帰
国
報
告
会
開
催（
５
月
30
日
）

春
期
休
暇
中
に
実
施
し
た
３

つ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ワ
イ

カ
ト
大
学
語
学
研
修
、
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
幼
児
教
育
＆

英
語
研
修
、
シ
ア
ト
ル
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
大
学
栄
養
＆
英
語
研

修
）
参
加
学
生
に
よ
る
帰
国
報

告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
研

修
と
も
グ
ル
ー
プ
毎
に
テ
ー
マ

を
決
め
、
現
地
で
リ
サ
ー
チ
し

た
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
参

加
学
生
だ
け
で
な
く
、
研
修
に

興
味
の
あ
る
多
く
の
学
生
も
報

告
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

平
日
の
森
の
サ
ロ
ン
で
は
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
る
の
？

森
の
サ
ロ
ン
で
は
、
通
常
の

遊
び
の
ひ
ろ
ば
だ
け
で
な
く
、

平
日
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
楽
し
め
ま
す
。

た
と
え
ば
、「
ス
ポ
ッ
ト
タ
イ

ム
」
と
呼
ば
れ
る
15
～
30
分
ほ

ど
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
栄

養
学
科
の
学
生
に
よ
る
お
や
つ

会
や
、
サ
ー
ク
ル
の
学
生
に
よ

る
お
話
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
応
援
講
座
」
で
は
、

外
部
の
講
師
も
招
い
て
、
親
子

で
で
き
る
体
操
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
体
験
を
行
っ
て

い
ま
す
（
一
部
予
約
制
）。

今
年
４
月
か
ら
図
書
館
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体Library 

M
ates

の
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。メ

ン
バ
ー
は
１
～
４
年
生
ま

で
の
全
部
で
40
名
。
本
が
大
好

き
！
こ
ん
な
図
書
館
に
し
て
み

た
い
！
と
い
う
熱
い
想
い
で
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Library M
ates

は
主
に
図

書
館
別
館（
学
生
ホ
ー
ル
１
Ｆ
）

を
活
動
の
場
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
実
際
の
取
り
組
み

の
様
子
を
目
に
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

今
後
の
計
画
に
は
、
図
書
紹

介
ポ
ッ
プ
の
作
成
、
図
書
館

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
、
緑
苑
祭

へ
の
参
加
な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。利

用
者
で
あ
る
学
生
目
線
か

ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
図
書
館

や
図
書
の
魅
力
を
ど
の
よ
う
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
る
の
か
。

今
後
のLibrary M

ates

に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

特
別
企
画
展
の
ご
案
内　

多
民
族
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
世
界
に
誇
る
２
大
染
織
は
、

ま
さ
に
ア
ジ
ア
ン
・
デ
ザ
イ
ン

の
宝
庫
。

伝
統
的
な
一
枚
布
の
民
族
衣

装
に
、
イ
カ
ッ
ト
（
絣
織
り
）

と
バ
テ
ィ
ッ
ク
（
ロ
ウ
ケ
ツ
染

め
）で
あ
ら
わ
さ
れ
た
模
様
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
多
種
多
様
な

文
化
そ
の
も
の
で
す
。

き
れ
い
？
か
わ
い
い
？
面
白

い
？
ユ
ニ
ー
ク
？
あ
な
た
の
お

気
に
入
り
の
デ
ザ
イ
ン
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

観
覧
無
料

場　

所　

百
周
年
記
念
館
５
階

休
館
日　

日
・
祝
、
10
月
28
日

 

（
10
月
27
日
は
開
館
）

時　

間　

９
時
30
分
～
17
時

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
企
画
中

詳
細
は
順
次
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

森
の
サ
ロ
ン
に
積
極
的
に
参
加

し
よ
う
！

森
の
サ
ロ
ン
内
に
は
、
教
員

や
学
生
が
工
夫
を
凝
ら
し
て

作
っ
た
手
作
り
遊
具
が
い
っ
ぱ

い
。今

後
は
、
社
会
で
活
躍
す
る

卒
業
生
に
も
積
極
的
に
利
用
し

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
は
、
卒
業
生
で

あ
り
、
サ
ロ
ン
利
用
者
で
も
あ

る
お
母
さ
ん
に
よ
る
レ
ー
ス
編

み
の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
と
大
学
を
結
び
、「
で
あ

い
」「
ふ
れ
あ
い
」「
育
て
あ
い
」

「
学
び
あ
い
」の
拠
点
と
な
る
よ

う
さ
ら
に
森
の
サ
ロ
ン
を
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
す
べ
く
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
！

 

大
４
管
士　

佐
竹
未
希

ワ
ヤ
ン
の
実
演

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
え
ば
、

伝
統
芸
能
「
ワ
ヤ
ン
」
も
必
見

で
す
！

ワ
ヤ
ン
人
形
を
多
数
所
蔵
す

る
当
館
で
は
、
年
に
１
回
影
絵

芝
居
の
実
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
回
目
に
な
る
今
回
は
、
伝
統

的
な
ワ
ヤ
ン
と
創
作
ワ
ヤ
ン

『
天
人
の
羽
衣
』を
上
演
し
ま
す
。

日
時　

9
月
21
日
（
土
）

14
時
開
演
（
13
時
30
分
開
場
）

場
所　

１
２
０
周
年
記
念
館
１

階 

多
目
的
ホ
ー
ル

観
覧
無
料
・
事
前
申
込
不
要

〈熱中症の予防〉
☆こまめに水分を補給する。
・ 汗で失われる水分、塩分を適切に補給する。軽い脱水症状ではのどの渇きを感じにくいた

め、のどが渇く前や暑いところに出る前から水分補給を心がける。
☆休養をとる。
・ 睡眠不足や睡眠時間が不規則にならないようにする。
・ 温度・湿度や寝具を調節して、睡眠環境を整える（エアコンによる体を冷やしすぎや、扇

風機が体に直接向かないように注意する）。
☆服装に注意する。
・外出時は帽子や日傘を活用する。　　・通気性の良い服装にする。
〈食中毒の予防〉
・加熱できる食品は、しっかり加熱する。　　・調理後・購入後は、常温で放置しない。
・包丁やまな板、ふきんをこまめに使い分けたり、洗浄したりして、二次汚染に注意する。
・冷蔵庫の詰めすぎに注意する。　　・生鮮食品の取り扱いに注意する。
・調理前、調理中、喫食前など、手をよく洗う。
＊ なんとなく体調が悪い、眠りが浅いなど、普段と違うと感じたときは自己判断せず、身近

な人や、保健室・学生相談室に相談してください。

─森のサロン─

大学の
ここが知りたい！！
大学の

ここが知りたい！！
大学の

ここが知りたい！！

37

森のサロン

親子で、すべり台や
ブランコになる

可動式遊具を制作

栄養学科の学生が
子どもたちに作った

かぼちゃのマフィン

森のサロン内の遊具。
最新作は、服飾美術学科

の学生が制作した
ぞうさん

前回の実演の様子

芝生の上に大きな白い紙を広げ、
ローラーや身体全体を使って

自由にお絵描き

草花を集めて、カラー
ポリ袋や紙皿を飾り、
ファッションショー

平成24年度に
完成した「土曜日サロン」

パンフレット

ワイカト大学
語学研修

（ニュージーランド）

ヨークカレッジ
服飾美術＆英語研修

（イギリス）

【平成24年度に実施した留学プログラム】
研修名（国） 人数

1 チチェスター大学語学研修（イギリス） 20
2 ワイカト大学語学研修（ニュージーランド） 18
3 ヨークカレッジ服飾美術＆英語研修（イギリス） 16
4 クイーンズランド大学環境保全＆英語研修（オーストラリア） 14
5 シアトルパシフィック大学栄養＆英語研修（アメリカ） 24
6 クイーンズランド大学幼児教育＆英語研修（オーストラリア） 24
7 マニトバ大学秋期語学研修（カナダ） 4
8 マニトバ大学春期語学研修（カナダ） 5

合　計 125
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全
国
大
会
優
勝

高
校
ド
リ
ル
チ
ー
ム
部

平
成
25
年
３
月
に
開
催
さ
れ

た
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
全
国
大

会
「
Ｕ
Ｓ
Ａ
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ズ
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
２
０
１
３
」
で
高
校
ド
リ
ル

チ
ー
ム
部
「
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」

が
ソ
ン
グ
・
ポ
ン
ダ
ン
ス
部
門

（
20
人
で
出
場
）で
優
勝
し
ま
し
た
。

一
昨
年
春
３
位
、
昨
年
秋
も

２
位
と
好
成
績
を
残
し
ま
し
た

が
、
今
年
つ
い
に
優
勝
す
る
こ

新
た
に
年
少
組
32
名
、
年
中

組
3
名
の
子
ど
も
た
ち
を
迎
え

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
年
少
組
は
、
年
長
組
の
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
、
ま
ま
ご
と

を
し
た
り
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

す
く
い
に
夢
中
に
な
っ
た
り

と
、
だ
い
ぶ
幼
稚
園
生
活
に
慣

れ
て
き
ま
し
た
。
年
中
組
は
草

花
を
使
っ
て
の
色
水
作
り
や
虫

探
し
な
ど
に
興
味
を
持
ち
、
自

分
の
居
場
所
を
見
つ
け
な
が
ら

と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
大
会
か
ら
10
日
後
の

ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し

た
が
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
経

験
と
、世
界
第
３
位（
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
部
門
）
の
自
信
が

大
き
な
力
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
優
勝
す
る
つ
も
り
で
臨

ん
だ
秋
の
大
会
で
２
位
だ
っ
た

悔
し
さ
も
生
徒
の
や
る
気
に
火

を
つ
け
、
練

習
量
を
増
や

し
、
優
勝
す

る
こ
と
が
で

き
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

過
ご
し
て
い
ま
す
。
年
長
組
は

友
達
と
一
緒
に
遊
び
場
を
作

り
、
楽
し
い
遊
び
を
繰
り
広
げ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
幼
稚
園

大
好
き
！
」
な
子
ど
も
た
ち
を

目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
っ

た
援
助
を
し
な
が
ら
成
長
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

増
田
實
名
誉
教
授

　

春
の
叙
勲
で

　
　
　

瑞
宝
中
綬
章
を
受
賞

平
成
16
年
3
月
31
日
で
定
年

退
職
さ
れ
た
増
田
實
名
誉
教
授

が
、
永
年
の
教
育
・
研
究
功
績

に
よ
り
、
平
成
25
年
春
の
叙
勲

で
４
月
29
日
に
瑞
宝
中
綬
章
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
叙
勲
伝
達

式
は
、
5
月
13
日
に
国
立
劇
場

大
劇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

平
成
25
年
3
月
31
日
退
職
さ

れ
た
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
Ｈ
・
ハ
ッ

チ
ン
ソ
ン
教
授
、
松
本
睦
子
教

授
に
「
東
京
家
政
大
学
名
誉
教

授
」の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
方
に
は
、
学
園
に
就
任

さ
れ
て
以
来
、
教
育
上
の
功
績

を
残
さ
れ
た
他
、
永
年
に
わ
た

り
学
園
の
発
展
に
ご
尽
力
ご
貢

献
い
た
だ
き
ま
し
た
。
授
与
式

は
6
月
4
日
、
１
０
０
周
年
記

念
館
3
階
理
事
会
室
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
新
入
生
成
績
優
秀

者
奨
学
金
採
用
者
授
与
式

４
月
24
日
１
０
０
周
年
記
念

館
4
階
中
会
議
室
に
て
、
新
入

生
の
成
績
優
秀
者
14
名
に
対

し
、
奨
学
金
採
用
者
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
理
事
長
・
学

長
の
挨
拶
の
後
、
一
人
ひ
と
り

に
決
定
通
知
が
手
渡
さ
れ
、
そ

の
後
、
学
科
長
・
科
長
・
ク
ラ

ス
担
任
も
交
え
、
懇
談
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

日
本
一
の
福
田
恭
巳
さ
ん

板
橋
区
か
ら
顕
彰
！

前
号
（
第
62
号
「
活
躍
し
て

い
ま
す
卒
業
生
」）
で
、紹
介
し

ま
し
た
福
田
恭
巳
さ
ん
が
（
平

成
24
年
短
大
保
育
科
卒
）、
ス

ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
日
本
オ
ー
プ
ン

２
０
１
２
女
子
の
部
優
勝
等
の

実
績
に
よ
り
、「
平
成
24
年
度
板

橋
区
民
文
化
優
秀
賞
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
は
、
３

月
２
日
に
板
橋
区
民
文
化
会
館

に
て
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
藤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
６
回「
大
学
は
美
味
し
い
！
」

フ
ェ
ア
（
即
売
）
に
参
加

５
月
29
日
～
６
月
４
日
新
宿

髙
島
屋
で
開
催
さ
れ
た
第
６
回

「
大
学
は
美
味
し
い
！
」フ
ェ
ア

に
白
藤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
同
が

出
店
し
ま
し
た
。　
　
　

日
本
各
地
36
大
学
の
自
信
作

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

白
藤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
昨

年
好
評
だ
っ
た
「
小
麦
・
卵
・

乳
」不
使
用
の「
米
粉
の
シ
ュ
ー

ク
レ
ー
プ
」「
米
粉
ク
ッ
キ
ー
」

が
販
売
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち

は
栽
培
し
た
白
藤
米
が
商
品
と

な
る
喜
び
を
実
感
で
き
た
貴
重

な
１
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

お
弁
当
・
パ
ン
の
販
売
場
所
が

移
転
！

６
月
３
日
よ
り
、
１
２
０
周

年
記
念
館
横
（
１
０
０
周
年
記

念
館
側
）の
屋
外
で
の
お
弁
当
・

パ
ン
の
屋
外
販
売
場
所
が
屋
内

に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
場
所
は
、
１
２
０
周
年
記

念
館
１
階
（
１
０
０
周
年
記
念

館
側
屋
内
）
と
85
周
年
記
念
館

１
階
図
書
館
側
屋
内
の
２
ヶ
所

で
す
。

お
弁
当
販
売
の
経
緯
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
狭
山

校
舎
か
ら
板
橋
校
舎
へ
の
全
学

生
の
移
転
に
よ
る
ワ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
化
に
伴
う
学
生
数
増
に
よ

る
食
堂
混
雑
化
対
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
形
で
の
食
の
提

供
を
し
て
い
ま
す
が
、お
弁
当
・

パ
ン
の
他
に
、学
園
食
堂
・
ル
ー

チ
ェ
の
ご
利
用
も
合
わ
せ
て
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平成26年度　大学院人間生活学総合研究科入試日程
〈全専攻　1期・2期入試実施　男女共学〉

東京家政大学大学院では、家政学研究科と文学研究科を、平成24年度から人間生活学総合研究科に改組統合しました。
人間生活学総合研究科では、衣・食、健康・福祉から、心と保育・教育までを包括した人間の生命活動と生存活動の探求

を深め、新たな今日的課題に応えられる広く複眼的な視野を持つ人材の養成を目指します。入試日程予定は以下の通りです。

課程 専攻 定員 入試種別 説明会 試験日 出願期間 合格発表 入学手続期間

修士

児童学児童教育学 ５ 1期
一般・社会人特別
学内推薦  ※1

7/3
（水）・9/25

（水）

10/28
（月）

10/15
（火） 〜10/21

（月）
10/31
（木）

11/5
（火）〜11/8

（金）
健康栄養学 ５

造形学 ４

英語・英語教育研究 ４

2期
一般・社会人特別
学内推薦  ※1

12/4
（水）・1/10

（金）

2/6
（木）

1/20
（月）〜1/24

（金）
2/10
（月）

2/12
（水）〜2/18

（火）

臨床心理学 ８

教育福祉学 ４

博士後期 人間生活学 ３

※１  人間生活学専攻では学内推薦入試は実施しません。臨床心理学専攻は学内選抜入試を８月上旬に１回実施する予定です。
※２ 大学院の詳しい情報については、大学院HPで確認してください。 （大学院事務室：03-3961-3473、daigakuin@tokyo-kasei.ac.jp）

平
成
23
年
度
の
法
律
に
よ
る

節
電
の
終
了
後
も
、
本
学
園
で

は
継
続
し
て
節
電
に
取
り
組
む

こ
と
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
本
学
園
で
も
地
球
温
暖

化
及
び
節
電
対
策
と
し
て
冷
房

時
、
室
温
28
℃
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
上
着
及

び
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
せ
ず
軽
装

に
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
夏
季
に
お
い
て
も

文
部
科
学
省
よ
り
「
２
０
１
３

年
度
夏
季
の
電
力
受
給
対
策
」

と
し
て
具
体
的
な
数
値
目
標
は

設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

「
教
育
研
究
活
動
な
ど
へ
の
影

響
を
極
力
回
避
し
た
無
理
の
な

い
形
で
」、健
康
被
害
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
節
電

に
取
り
組
む
よ
う
要
請
通
知
が

参
り
ま
し
た
（
詳
細
は
文
部
科

学
省
Ｈ
Ｐ
を
参
照
）。

今
夏
季
も
無
理
の
な
い
範
囲

で
継
続
し
て
節
電
に
取
り
組
む

よ
う
に
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

緑
苑
祭
テ
ー
マ
決
定
！

学
生
の
応
数
約
50
作
品
の
中
か
ら
、
緑
苑

祭
実
行
委
員
会
が
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
上

記
テ
ー
マ
が
優
秀
賞
と
し
て
、
緑
苑
祭
テ
ー

マ
に
決
定
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
等
を
受
賞
し
た
学
生
に
は
、
緑
苑

祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
て
、表
彰
を
行
い
ま
す
。

優
秀
賞　

大
３
育
児
支
援
専
攻

 

久
保
田
美
緒
さ
ん　
　

緑
苑
祭
実
行
委
員
決
定
！

第
53
回
緑
苑
祭
実
行
委
員
長
は
、
山
本

奈
々
さ
ん
（
大
３
栄
養
）、副
委
員
長
の
田
中

彩
乃
さ
ん
（
大
３
環
境
）
で
す
。
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
実
行
委
員
、
参
加

団
体
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

「わ～！ジュースができた！」
～草花の色水遊び～

〈年中児〉

警備員
　　北区シルバー

人材センター指導員　　

　　　積極的に指導する本学学生指導員　　　

（中央）松本睦子教授

　笑顔で、販売アピール抜群！
第7期白藤プロジェクト　

　採用者を囲み
各学科毎に先生方と記念撮影　

中
学
校
・
高
等
学
校

節
電
継
続
に
ご
協
力
を
！

節
電
継
続
に
ご
協
力
を
！

節
電
継
続
に
ご
協
力
を
！

全国優勝！ドリルチーム部「INGERS」

板橋区区民文化会館にて贈呈式
（2列目右から2番目が福田さん）木元学長と記念写真

通学路のマナー改善

決して、難しいことではありません！利用
する一人ひとりが意識を変えて

4 4 4 4 4 4

、マナー改
善。

１．横に広がらず右側通行で、一般通行者
の邪魔にならないように心がける

２． 大声で話さない！住民の方に迷惑です

３．踏切の遮断機が下がり始めたら、踏切
を横断しない

４．横断歩道の信号無視はしない

５．携帯電話を利用しながら歩かない

６．歩きながら飲食をしない

第53回緑苑祭第53回緑苑祭第53回緑苑祭
そうだ、家政に行こう。

開催日：10/26（土）・27（日）
～ 彩れ華清へと続く道 ～

か せい
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